
曜日、祝日も利用できます。

        
　 
病院と地域をつなぐ情報誌 

「こんにちは」春号を発行しました
　旭中央病院のほか、市内の公共施設にも配置していま
す。病院ホームページからも見ることができます。
内容／●「副理事長、病院長就任あいさつ」(齊藤陽

はる

久
ひさ

副
理事長、野村幸

ゆき

博
ひろ

病院長)　●医療最前線「前立腺がん」
(泌尿器科：中津裕臣医師、放射線科：三浦広継診療放
射線技師)　●やさしい医学講座「風邪と抗菌薬(抗生物
質）」(感染症科：中村朗医師)　●旭中央病院の人財「医
師」(消化器内科：熱田直己医師、外科：須賀悠介医師)
●健康ノート「食事と健康」(臨床栄養科：石見珠実管理
栄養士)　●「かかりつけ医を持ちましょう」(銚子市なゆ
きクリニック：名雪文一先生)

 
　 病院ボランティアとして働きませんか

　外来患者の受診補助、車椅子利用者の援助、花壇の手
入れなどのボランティアを募集しています。興味がある
人は問い合わせてください。

 
　 診療案内～よくある質問と回答～
Ｑゴールデンウイーク期間中の診療は
　５月３日(木・祝)から６日(日)まで休診です。救急外
来は24時間365日診療しています。
　院外処方せんの使用期限は、発行日を含めて４日間な
ので注意してください。発行日が５月２日の場合、使用
期限は５月５日までです。薬はなるべく処方せんの発行
日当日に受け取ってください。
Ｑ初診外来の受付時間は
　平日午前７時45分から11時です。自動受付機は午前
６時30分から利用できます。救急外来は24時間365日
診療しています。
Ｑ自動精算機稼働時間は
　午前７時から午後８時までです。一部を除き、土・日

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　近年、大腸がんは増加傾向にあることが知られてい
ます。発生原因は牛・豚・羊肉や加工品の取り過ぎ、飲
酒・喫煙・肥満が挙げられ、ほかのがんに比べ直系親
族に大腸疾患が多いのも特徴です。予防には食物繊維
を含む食品を取ることが大事です。野菜や果物、豆類、
海藻類を多めに、タンパク質は魚や乳製品を中心にバ
ランス良く取ると効果があります。運動不足の解消が、
大腸がんのリスクを下げることも証明されました。
　大腸がんでは胃がんに対するピロリ菌の除菌や、肝
臓がんに対する肝炎ウイルス治療のように、劇的に発
生頻度が減少する予防法はないので、早期発見も重要
です。大腸がんは他のがんに比べ、早期発見時の治癒
率が高く、早期がんであれば大腸内視鏡による治療で、
開腹手術をしないで完治することも多くなりました。
　大腸がんの発見には、便中の微量の血液を検出する
便潜血検査が有効です。がんの発見率は１日分の提出
だけでは50％弱とそれほど高くはありませんが、２

日分提出すると70％程度まで上がります。２年連続
で受診すると90％、３年連続の受診で97％程度が発
見できますので、毎年継続して受検することが大切で
す。市では今年も大腸がん検診の申し込みを受け付け
ています。40歳以上で受診したことのない人は、今
年から継続して検診を受けましょう。
　血便や腹痛、下痢と便秘の繰り返し、便が細い感じ
や残る感じなどの自覚症状がある人は、かかりつけ医
に相談してください。痔

じ

などの良性疾患の可能性もあ
りますが、一度、大腸内視鏡検査を受けることを勧め
ます。　

【旭匝瑳医師会】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス
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大腸がんの予防

運動野菜・食物繊維
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